
一般社団法人愛知子ども応援プロジェクト

２０２５年６月度 登録団体からの報告（抜粋）

（団体名などは割愛しておりますのでご了承下さい）

【６月】お米配布家庭数：１,４０４家庭 お米配布人数：２,９７６名

①米の高騰により、依然として米を配りますといたく感謝されます。

またサラダなど惣菜は、正社員をしているお母さん方には、特に感謝されています。

②昨年度６年生で来てくれていた子たちの何人かが、食事のみならず遊びの場所として使ってくれ

ています。その中で、低学年の子とも一緒に遊んでくれていて「おじさん！○○が泣いてる」と

世話をやいてくれている姿が嬉しいです。

③１０年継続していると、こどもの成長を実感できます。小さい頃に来ていた子が、今はボランテ

ィアに来てくれています。これがこの上ない幸せです。

④毎週土曜日の夕食時間に合わせて、誰でも無料の子ども食堂とフードパントリーを開いている。

食料を援助してもらっている可哀想な人達、というイメージを持ったり持たれたりしないよう、

利用者は、何らかの役割を果たす参加型にしている。だから、高校生男子がたくさん来てくれる。

⑤今月もお米やお惣菜のご支援ありがとうございました。今回１キロ入りお米を２０袋頂きました。

プラス１用意して全子育て世帯へお渡しすることができました。１キロ入りのお米、小分けする

事がなくとても助かりました。ありがとうございました。

お惣菜もポテトサラダ等があり、全てかさ増ししてお惣菜セットにして皆さんへお渡しする事が

できました。いつもあたたかいご支援ありがとうございます。

⑥先月より備蓄米を４合づつ小分けにしたものをフードパントリーでもお渡ししています。

今話題になっている備蓄米も手に入らない状況の為、ちょうど1回分になりますと喜んでいました。

毎回パントリーの数が微妙に増えています。それだけ生活に困窮している方が増えて来ているん

だと思います。少しでも皆さんのお役に立てればと思いながらやっています。

いつも寄付をありがとうございます。

⑦今回お米３０kg にお惣菜、タルタルソースをご支援いただきました。フードパントリーでは２kg

に小分けしたお米とお惣菜、フードドライブでお預かりしたお品物と合わせてお渡ししました。

以前よりご利用者様から「お米が高くて簡単には買えない」や「食費から削って行くしかないか

ら麺類ばっかり食べてるよ…」など聞いていましたので、フードパントリーでお渡しできた時は

本当に喜んでもらえました。「助かります。子供は大人の事情なんて考えずに食べるから」とお

母さん。「おにぎり食べたい！」とお子様。それぞれの喜びがあるんだなぁと微笑ましかったで

す。パントリーで少し残ったお米やお惣菜とタルタルソースは、こども食堂を２日間に行い、分

けて使わせていただきました。

最近のご家庭は共働きが多いようで、晩ご飯が夜８時ごろになるという子供が多いです。学校が

終わり夕方、ちょうどお腹が空く頃なので嬉しそうに食べてくれます。あっという間にたいらげ

て、大きな声で「ごちそうさまでした！」この瞬間が 1番嬉しいです。

ご支援いただきありがとうございました。今後もご支援いただけると助かります。

⑧いつもありがとうございます。本日も無事にパントリーで皆さんにお渡しでき、子供達の笑顔と

お母様のお話の場を開催できました。お米を始め、お菓子などをパントリーで、子ども達はボラ



ンティアさん自作の玉入れと駄菓子屋さん、当たりつきくじで楽しみました。

今回は高学年以上の子どもさんが多く、親御さんからは進学の話や夏休みの不安などをお話され

る家庭も多かったです。

今回印象に残ったエピソードは、参加されたお母様が保育士で、仕事場での小さな子ども達の成

長での不安（座ることができない、座り方もわからない、体幹が保てない等）を話され、内容に

驚愕しました。

⑨いつもありがとうございます。今回は開始３０分くらい前から小学生の女の子グループが並んで

くれていて、食堂の準備を一緒に手伝ってくれました。

段々顔見知りになり、学校でのお話などを喋れる関係になってきて嬉しいです。

⑩宅食活動で新たに 1世帯繋がりを持つ事ができ、支援を開始することが出来ました。

⑪私たちの団体では、ひとり親家庭や経済的に困難を抱えるご家庭を中心に食料支援を行っており

ます。

今回のフードパントリーでは、日々の食事に不安を感じている家庭から「本当に助かりました」

「子どもが大喜びでした」といった声を多数いただきました。

特に夏休みなど長期休暇中は、給食がなくなることで食費が増え、困窮が深まるご家庭も多く見

受けられます。そうした時期にタイムリーな支援ができたことは、子どもたちの笑顔にもつなが

りました。

今後も地域に寄り添いながら、必要とする方々へ継続的な支援を届けられるよう努めてまいりま

す。心あたたかなご支援に心より感謝申し上げます。

⑫毎月２０キロのお米をいただいています。お米が高騰している中、お届けしているご家庭からは

「本当に助かります」という声をお聞きしています。ありがとうございます。

子ども食堂猫として、スタッフ体制などから食料宅配できる世帯数は、３世帯から５世帯ぐらい

かと思っています。ある対象のご家庭は、１年ほど前からお届けするようになった母子世帯なの

ですが、最近はようやく私たちにも色々とご相談をいただけるような雰囲気になってきました。

色々と困難を抱えて頑張っておられます。月に１度の援助ですが、これからも細く長く繋がるこ

とができたらいいな、とスタッフ一同思っています。

⑬母子家庭にお米、衛生用品を届けました。女の子のいる家庭なので大変喜んでいただきました。

⑭６月６日に、お米をおすそわけ会(フードパントリー)にて配布させていただきました。

２月からいただいていたお米８０袋を、無事に必要な方へ配布しました。

６月のこども食堂では、いただいた中華サラダにきゅうりやもやし、カニカマ等を追加し量を増

やして提供しました。サラダは子どもたちからも大人気で、いつもキレイに無くなるほどです。

いつも本当にありがとうございます。

⑮ハジメ産業様からいただいたお米でおにぎりを出しました。子ども達から好評でした。

ご支援に感謝申し上げます。

⑯来訪者につきましては、おじいちゃんおばあちゃんにお孫さんという和やかな雰囲気になってお

り、地域の安全安心まちづくりに貢献できていると思います。

皆さんの笑顔が健康の源となり、エネルギーを頂いております。

⑰今回も日本福祉大学の学生さんが会食前の１時間、子ども達と楽しくハンカチ落としやドッチビ

ー等で楽しく遊んでくれました。その後の会場準備や後片付けも、学生さんや子ども達がみん

なで手伝ってくれ、大変スムーズに終わることが出来ました。

子ども食堂がみんなで参加する形の子ども食堂になって、とても嬉しく思います。



今後もこのような参加型の子ども食堂を目指したいと思います。

⑱梅雨空のもと、全ての家庭が元気に集まってくださいました。食中毒を心配して、キーマカレー

にして大鍋で作ったのですが、おかわりが多く、遅く来た方の分があるか心配したものです。沢

山のお米をいただけて、本当にありがたいです。

また、岩田食品様からのサラダは合わせて使わせていただいていますが、とても好評でよく食べ

ています。食べ終えると食器を紙で拭いて洗い場に持ってきてくれるのですが「美味しかったで

す」と言って持ってきてくれる子どもが多く、作った疲れが吹き飛ぶ気持ちでした。

今回、困窮家庭に特別にいただけたお米をお渡し出来ました。２家族を考えていたのですが、

１家族の方が、まだ少し残っているから他の方にお渡ししてくださいと言ってくださったので、

１家族に１０キロお渡し出来ました。この家族は子どもが５人いるシングル家庭で、長男の障害

のため、お母さんは働きに出ることが出来ません。食べ盛りの子どもには本当にありがたいです

と喜んでいました。いつも本当にありがとうございます。

⑲イベントとイベントの間の開催でしたが、今回も沢山の方にご参加頂けました。

「暑くなってきて、家でご飯の支度をするのも大変。今日は助かったよ」（７０代女性）

「ここのカレーは本当に美味しい。今お米がなくて、あっても高くて大変。やってくれてありが

とう」（３０代子育て中お母様）

「卒業して初めて学校に来た！友達と来たよ！」（開催場所の小学校を卒業した中学生）

参加者の方のお声の一部です。有難いお言葉を沢山頂きました。

いつもご支援ありがとうございます。

⑳６月は新規の困窮家庭が２件あり、そのうち１件は離婚調停中で別居をしている為、養育費や生

活費が夫の方から支払われない為に困窮していましたが、フードパントリーでお米や飲み物、お

菓子や惣菜をお渡しし、不安な日々から少し安心してもらう事ができました。

㉑持ち帰り料理は毎年６月から９月は中止します。そのかわりに、手作りおやつと飲み物で喫茶室

を開きました。今年初の試みです。ひと息つける場として、また参加者さん同士のおしゃべりの

場として、お仕事体験の場として、機能しはじめたかなと思います。地域の居場所をつくってい

きたいです。

㉒６月２８日土曜日に子ども食堂及びフードパントリーを開催しました。

メニューは親子丼と中華スープでした。フードパントリーではご支援いただいたお米とお惣菜を

配布しました。

まだまだお米の価格が高い中なので、お米はたいへんありがたいという声をいただきました。

ありがとうございました。

㉓今月はスタッフがコロナ感染のため食事提供ができず、フードパントリーのみの開催となりまし

た。フードパントリーを利用してくださる方から、今月も楽しみにしていたのに残念ですとの声

をいただき、大変励みになりました。

月に一度ではありますが、子ども食堂で食事をして子どもどうし一緒に遊んでいる姿を見ると、

子どもたちの笑顔をずっと見守っていきたいなと改めて思いました。
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